
古紙配合率 １００％再生紙を使用しています。

�発行／東京都狛江市　�編集／総務部情報課　　　　　
〒２０１-８５８５　 狛江市和泉本町一丁目 1番５号 � （３４３０） １１１１
ホームページアドレス　http://www.city.komae.tokyo.jp 号８９２

８／１５平成１５年

（３５減）７７,４７６人　口
（２２減）３８,８７３　　男
（１３減）３８,６０３　　女
（２減）３７,２７９世帯数

８月１日現在　推計（前月比）

　
「
高
年
齢
者
の
雇
用
の
安
定
等
」に

関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
東
京
都
知

事
の
許
可
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
公
益

法
人
（
社
団
法
人
）
で
す
。

　

�
狛
江
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
は
、
昭
和　

年
に
設
立
し
、
今

５３

年
で　

年
目
を
迎
え
て
い
ま
す
。

２６

　

現
在
の
登
録
者
数
は
、
６
２
８
人

（
男
性
４
５
２
人
、女
性
１
７
６
人
）

で
す
。

　

セ
ン
タ
ー
で
は
、
発
注
者
（
一
般

家
庭
・
企
業
・
官
公
庁
な
ど
）
か
ら

知 
識 
・ 
経 
験 
を 
生 
か 
し 
て 
地 
域 
で 
働 
く

依
頼
さ
れ
た
仕
事
を
、
会
員
の
希
望

に
合
わ
せ
て
提
供
し
ま
す
。

　

仕
事
の
契
約
は
、
発
注
者
と
セ
ン

タ
ー
が
行
い
ま
す
の
で
、
会
員
と
発

注
者
の
間
に
は
雇
用
関
係
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

依
頼
さ
れ
た
仕
事
が
完
遂
後
、
発

注
者
か
ら
代
金
を
セ
ン
タ
ー
が
受
領

し
ま
す
。

　

従
事
し
た
仕
事
に
応
じ
て
、
会
員

に
配
分
金
（
報
酬
）
を
支
払
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
電
話
で
お
気
軽
に
相
談
く

だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
危
険
・
有
害
な
仕
事
は

お
引
き
受
け
で
き
ま
せ
ん
。

　

代
金
は
、
委
託
費
や
外
注
費
等
と

し
て
、
セ
ン
タ
ー
に
お
支
払
い
い
た

だ
き
ま
す
。

� 
男
女
と
も
満　

歳
以
上
の
方

６０

� 
狛
江
市
内
に
住
み
、
健
康
で
働
く

意
欲
の
あ
る
方

� 
現
在
就
職
を
し
て
い
な
い
方

　

た
だ
し
、
入
会
し
て
も
セ
ン
タ
ー

に
雇
わ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
仕
事

や
収
入
が
必
ず
保
障
さ
れ
る
と
い
う

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

詳
し
く
は
、
毎
月
１
回
「
入
会
説

明
・
相
談
会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

〔
対
象
者
〕　

歳
以
上
で
�
狛
江
市

６０

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
新
規
入

会
で
き
る
方
、
若
干
名

〔
コ
ー
ス
〕
毛
筆
筆
耕
、
テ
キ
ス
ト

代
自
己
負
担

〔
期
間
〕　

月　

日
�
〜　

月
１
日

１０

２０

１２

�
の
う
ち　

日
間

２０

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
往
復

は
が
き
に
毛
筆
で
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
・
生
年
月
日
・
コ
ー
ス
名
を

記
入
の
う
え
、
９
月　

日
�
ま
で
必

１７

着
。
〒
１
０
２－

０
０
７
２
千
代
田

区
飯
田
橋
３－

　

－

３
東
京
都
高

１０

齢
者
事
業
振
興
財
団
�（
５
２
１
１
）

２
３
２
７
へ
。

＜シルバー人材センターのシステム＞

▼

就　業

会　

員
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー

発　

注　

者

請負契約

�
仕事の確認

料金の支払い

�

入　会

�

仕事の提供

報酬の支払い
�

 猪方４－１３－１
 ●和泉多摩川駅より徒歩１５分

 ●バス「喜多見住宅」行き「猪方」下車徒歩２分

 ※会員になって働きたい方は、必ず事前に連絡ください。

杉本　利一さん　【印刷業務】
  「シルバー人材センターの仕事をとおして

新しい生きがいを見つけられました。

  長年の仕事の経験を生かし、水を得た魚の

ように、楽しく働いています 。 」

　

�
狛
江
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
健
康
で
働
く
意
欲
と
能
力
の
あ

る
高
年
齢
者
が
、
働
く
こ
と
に
よ
っ
て
社
会
に
参
加
し
、
高
年
齢
者
の
生
活

の
充
実
や
生
き
が
い
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
団
体
で
す
。

　
「
自
主
・
自
立
」「
共
働
・
共
助
」
を
理
念
と
し
、
高
年
齢
者
が
長
い
人
生

の
中
で
培
っ
て
き
た
、
知
識
・
経
験
を
生
か
し
て
、
地
域
社
会
の
担
い
手
と

し
て
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。　

〔
問
い
合
わ
せ
〕
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
� （
３
４
８
８
） ６
７
３
５

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
は

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
は

仕

事

の

発

注

は

仕　

事　

の　

発　

注　

は

会

員

に

な

る

に

は

会  
員  
に  
な  
る  
に  
は

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
就
業

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
就
業

支
援
講
習
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

支
援
講
習
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

� 技術分野
　パソコン関係（メー
ル・インターネットの個
人指導、名簿・会報誌
の作成等） 、 経理・決算
事務、自動車運転

� 事務分野
　受付事務、整理事務、
文書作成、電話番、宛
名書き （毛筆・硬筆） 、
賞状書き

� 技能分野
　植木剪定、大工仕事、
塗装、家電修理、襖・
障子・壁紙・網戸の張替、
和裁・洋裁

� 軽作業分野
　清掃（事務所・マン
ション・庭・お墓・駐車
場・アパート等） 、除草、
雑役、イベントの手伝い、
内職仕事、自転車整理

� サービス分野
　掃除、洗濯、買い物、
片付け、粗大ごみ出し、
家具の移動、大掃除、植
木・盆栽の水やり、ペッ
トの世話

� 管理分野
　受付管理（各種施設・
マンション等） 、商品・
倉庫管理、施設の定時施
錠・開錠

例えばこんな仕事ができます
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狛
江
市
民
ま
つ
り
を　

月　

日
�

１１

１６

（
一
部　

日
�
正
午
か
ら
）
市
役
所

１５

前
市
民
ひ
ろ
ば
、
中
央
公
民
館
、
第

一
小
学
校
、
市
民
グ
ラ
ン
ド
の
会
場

で
行
い
ま
す
。

�
ス
テ
ー
ジ
出
演
者　

技
芸
、
演
芸

な
ど
を
ス
テ
ー
ジ
で
披
露
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
プ
ロ
、
ア
マ
問
い
ま
せ
ん
。

�
パ
レ
ー
ド
へ
の
参
加
団
体　

今
年

も
「
民
謡
流
し
踊
り
」
を
行
い
ま
す
。

個
人
の
方
も
参
加
く
だ
さ
い
。

�
文
化
祭
関
係　

団
体
活
動
の
展
示
、

バ
ザ
ー
を
行
い
た
い
団
体
（
バ
ザ
ー

は
運
営
協
力
金
を
負
担
）

〔
資
格
〕
市
内
在
住
・
在
学
・
在
勤

の
小
学
生
以
上
の
個
人
ま
た
は
団
体
。

応
募
者
多
数
の
場
合
は
企
画
委
員
会

で
決
定
。

〔
申
し
込
み
〕
い
ず
れ
も
８
月　

日
２７

�
ま
で
の
平
日
午
前
８
時　

分
か
ら

３０

午
後
５
時
ま
で
に
市
民
ま
つ
り
事
務

局
（
市
民
協
働
課
） へ
。

〔
資
格
〕
団
体
（
活
動
拠
点
が
市
内

で
実
績
の
あ
る
団
体
）
と
一
般
（
市

内
在
住
）

〔
条
件
〕
場
所
は
、
第
一
小
学
校
校

庭
・
市
役
所
入
口
ス
ロ
ー
プ
・
市
役

所
駐
車
場
（
火
気
使
用
禁
止
）
の
予

定
。
出
店
枠
は
団
体
優
先
。
１
区
画

２
・
７
�
×
３
・
６
�
。
１
区
画
に

つ
き
１
店
舗
の
み
の
出
店

※
販
売
な
ど
で
使
用
す
る
容
器
類
は
、

す
べ
て
紙
ま
た
は
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
。

ご
み
は
持
ち
帰
る
こ
と
。

〔
運
営
協
力
金
〕
１
店
舗
５
�
０
０

０
円
。
出
店
場
所
の
抽
選
日
以
降
の

返
金
は
し
ま
せ
ん
。

〔
備
品
の
あ
っ
旋
〕テ
ン
ト
１
張
７
�

０
０
０
円
、
テ
ー
ブ
ル
１
脚
２
�
０

０
０
円
、
い
す
１
脚
５
０
０
円
。
電

気
の
配
線
は
な
し
。

〔
申
し
込
み
〕
往
復
は
が
き
で
〒
２

０
１
―
８
５
８
５
狛
江
市
市
民
ま
つ

り
事
務
局
へ
。
８
月　

日
�
必
着
。

２７

団
体
は
１
枚
、
個
人
は
一
世
帯
１
枚
。

記
入
漏
れ
、
虚
偽
の
記
載
等
は
無
効

〔
記
入
要
領
〕
往
信
用
の
裏
面
に
�

責
任
者
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号

（
携
帯
電
話
番
号
も
可
）
�
出
店
内

容
・
火
気
使
用
の
有
無
・
希
望
場
所

（
前
記
３
会
場
の
中
か
ら
希
望
順

に
）
�
団
体
の
場
合
は
団
体
登
録
番

号
と
主
な
活
動
実
績

〔
抽
選
〕
９
月
１
日
�
午
後
３
時
か

ら
５
階
５
０
１
会
議
室
。
結
果
を
返

信
用
は
が
き
で
通
知

〔
問
い
合
わ
せ
〕
市
民
ま
つ
り
事
務

局
（
市
民
協
働
課
）

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
、
万
一
不
幸
に

あ
っ
た
と
き
、
残
さ
れ
た
遺
族
に

と
っ
て
葬
儀
費
用
は
、
と
か
く
経
済

的
に
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
市
民
の
方
が
葬
儀
を
行

う
場
合
に
、
標
準
的
な
葬
儀
を
廉
価

で
行
い
、
家
族
の
負
担
を
軽
く
す
る

制
度
と
し
て
市
民
葬
儀
制
度
を
設
け

て
い
ま
す
。

〔
利
用
で
き
る
方
〕
市
民
で
、
市
内

で
葬
儀
を
執
り
行
う
方

〔
手
続
方
法
〕
狛
江
市
市
民
葬
儀
券

交
付
申
請
書
に
記
入
の
う
え
、「
葬
儀

券
」
を
受
け
取
り
、
市
民
葬
儀
取
扱

業
者
に
渡
し
て
申
し
込
み
ま
す
。
葬

儀
終
了
後
、
葬
儀
券
に
定
め
ら
れ
た

料
金
を
支
払
っ
て
く
だ
さ
い
。

〔
手
続
場
所
〕
開
庁
時
は
産
業
生
活

課
、
閉
庁
時
は
１
階
宿
直
室

〔
料
金
〕
表
の
Ａ
・
Ｂ
区
分
（
祭
壇

の
仕
様
の
区
分
）
を
選
べ
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
産
業
生
活
課

屋
上
緑
化
調
査
に
協
力
く
だ
さ
い

　

８
月
中
旬
か
ら
来
年
の
３
月
に
か

け
て
、
主
に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

り
の
建
築
物
に
つ
い
て
調
査
を
行
い

ま
す
。

　

都
市
に
お
け
る
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン

ド
現
象
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
私

た
ち
を
取
り
巻
く
生
活
環
境
は
段
々

と
悪
化
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、
都
市

に
お
け
る
土
地
の
高
度
利
用
と
居
住

環
境
と
の
調
和
を
図
る
た
め
の
方
策

の
一
つ
と
し
て
屋
上
緑
化
が
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
お
り
、
東
京
都
に

お
い
て
も
平
成　

年
か
ら
一
定
規
模

１３

以
上
の
建
物
に
つ
い
て
屋
上
緑
化
が

条
例
で
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
主
な
効
果
と
し
て
は
次
の
よ

う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

▽ 
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
対
策
効
果

▽ 
環
境
改
善
効
果

▽ 
ア
メ
ニ
テ
ィ
効
果

▽ 
建
築
物
の
保
護
効
果

▽ 
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
効
果

▽ 
環
境
啓
発
効
果

　

市
に
お
い
て
も
、
市
街
化
の
進
展

に
伴
い
緑
地
等
の
減
少
傾
向
が
み
ら

れ
る
た
め
、「
緑

を
保
全
・
創
出
」

す
る
対
策
と
し

て
屋
上
緑
化
の

推
進
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
の
基
礎
調
査
と
し
て
今

回
の
事
業
を
委
託
し
ま
し
た
の
で
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。　　
　
　
　

　

な
お
、
調
査
員
は
、
狛
江
市
発
行

の
身
分
証
明
書
を
携
帯
し
て
い
ま
す

の
で
、
不
審
な
場
合
は
、
必
ず
そ
の

提
示
を
求
め
て
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
環
境
改
善
課

市
民
葬
儀
制
度
を
利
用
く
だ
さ
い

　

障
受
給
者
証
が
９
月
１
日
か
ら
変

わ
り
ま
す
。
新
し
い
障
受
給
者
証
が

交
付
さ
れ
る
方
は
、
身
体
障
害
者
手

帳
１
・
２
級
（
心
臓
・
じ
ん
臓
・
呼

吸
器
・
ぼ
う
こ
う
も
し
く
は
直
腸
・

小
腸
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル

ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能
障
害
に
つ
い

て
は
３
級
） 、
ま
た
は
愛
の
手
帳
１
・

２
度
で
、
前
年
（
平
成　

年
中
）
の

１４

所
得
が
別
表
の
基
準
額
以
下
の
方
で

す
。
た
だ
し
、
健
康
保
険
未
加
入
者
、

生
活
保
護
受
給
者
、　

歳
以
上
で
初

６５

め
て
身
体
障
害
者
手
帳
や
愛
の
手
帳

を
取
得
し
た
方
等
は
対
象
と
な
り
ま

せ
ん
。

　

９
月
１
日
以
降
に
診
療
を
受
け
る

と
き
は
、
必
ず
新
し
い
障
受
給
者
証

と
健
康
保
険
証
を
一
緒
に
医
療
機
関

の
窓
口
へ
提
出
く
だ
さ
い
。

　

現
在
お
持
ち
の
障
受
給
者
証
は
、

８
月　

日
で
使
用
で
き
な
く
な
り
ま

３１

す
の
で
、
期
限
の
切
れ
た
障
受
給
者

証
は
、
保
険
年
金
課
医
療
助
成
係
に

返
却
く
だ
さ
い （
郵
送
可
） 。

　

な
お
、
新
し
い
障
受
給
者
証
は
８

月
下
旬
に
発
送
し
ま
す
。

　

障
受
給
者
証
を
お
持
ち
で
な
い
方

で
、
こ
の
制
度
に
該
当
す
る
と
思
わ

れ
る
方
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
保
険
年
金
課

　

家
庭
で
乳
幼
児
を
保
育
す
る
家
庭

福
祉
員
（
保
育
マ
マ
）
を
募
集
し
ま

す
。

　

家
庭
福
祉
員
と
し
て
認
定
さ
れ
、

乳
幼
児
を
受
託
し
た
場
合
、
市
か
ら

委
託
金（
月
額
８
万
１
�
２
０
０
円
）

の
支
給
と
保
護
者
か
ら
の
負
担
金

（
月
額
４
万
２
�
０
０
０
円
）
が
支

払
わ
れ
ま
す
。

〔
資
格
〕
�
市
内
在
住
の　

歳
か
ら

２５

　

歳
ま
で
の
方
�
保
育
士
、
教
員
、

６２助
産
師
、
保
健
師
ま
た
は
看
護
師
の

資
格
を
有
し
、
保
育
経
験
が
あ
る
こ

と
�
現
に
養
育
し
て
い
る
６
歳
未
満

の
子
ど
も
が
い
な
い
こ
と
�
家
庭
環

境
が
健
全
で
、
子
ど
も
の
保
育
に
専

念
で
き
る
こ
と
な
ど

〔
施
設
〕
育
児
専
用
室
と
し
て
６
畳

以
上
の
部
屋
が
原
則
と
し
て
１
階
に

あ
り
、
衛
生
的
な
調
理
施
設
が
あ
る

こ
と
。

〔
対
象
〕
３
歳
未
満
の
乳
幼
児
３
人

以
内

〔
保
育
時
間
〕
原
則
と
し
て
８
時
間

（
午
前
７
時　

分
か
ら
午
後
６
時
ま

３０

で
）

※
賠
償
責
任
保
険
の
加
入
と
健
康
診

断
を
受
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
児
童
福
祉
課
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�
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保　
 
育 　

マ 　

マ 　

募 　

集

障
受
給
者
証
が
新
し
く
な
り
ま
す

�

�

�
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第　

回
狛
江
市
民
ま
つ
り　
　
　

２７
　
　
　
　

参
加
者 （
団
体
） 募
集

所得制限基準額扶養者の数

３�６０４�０００円０人

３�９８４�０００円１人

４�３６４�０００円２人

４�７４４�０００円３人

５�１２４�０００円４人

■所得制限基準額表
（所得とは、収入から必要経費を引いたものです）

※所得から控除できるもの
１．雑損
２．医療費
３．社会保険料
４．小規模企業共済等掛金
５．障害者（扶養）
６．老年者
７．配偶者特別
８．寡婦（夫）・特別寡婦
９．勤労学生
１０． その他

◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇

 
◇　

募
集

 
◇　

出
店

電 話所 在 地業 者 名

（３４３０）１７００東和泉１―１０―３�沖田ダイイチ

（３４８９）５１０６岩戸北４―１７―１３多摩式典�狛江店

（５４９７）３９００岩戸北３―１―１０有山葬儀社

（３４８８）０６６７東和泉１―１２―６まこと式典狛江支店

（３４８８）３４３５
休日・夜間

０４２（３６６）７０００
東和泉１―２―１９マインズ農業協同組合

狛江支店

（５４３８）７６８０中和泉１―２―１８山中葬祭

■市民葬儀取扱店

※いずれも２４時間受け付けています。

ＢＡ区 分

２０７�０００円
金 襴 ５ 段

祭　壇 彫 刻 ３ 段

１６５�０００円金 襴 ４ 段

２２�１００円２０�まで
霊柩車

２７�３００円３０�まで

４３�４００円大　人
火葬料

２３�８００円小　人

１０�９００円（七寸）
９�８００円（六寸）大　人

容器代
４�８００円小　人

■狛江市民葬儀料金表

※火葬料は非課税ですが、その他は税別料金です。
※霊柩車搬送料金の２０�と３０�までの区分は、小田急線の北
側と南側です。
※料金表の「小人」とは、満６歳未満です。
※祭壇は、祭壇用品、棺および納棺用品、受付用具、焼香用具、
役所手続きを含み、使用日数は、２日以内です。
※この他、写真代・会葬礼状・ドライアイス等付帯料金につい
ては別途扱いとなりますので、葬儀取扱業者と打ち合わせくだ
さい。
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遠
く
の
桑
原

　

雷
が
鳴
る
と
、「 
桑
原 　

桑
原
」
と

く
わ
ば
ら

か
「
遠
く
の
桑
原　

遠
く
の
桑
原
」

な
ど
と
、
唱
え
た
も
の
で
す
。

　

大
山

    

か
ら
の
雷
は
荒
れ
る
と
い
わ

お
お
や
ま

れ
ま
し
た
。「
大
山
さ
ま
は
荒
れ
る
こ

と
が
多
く
て 
幹
竹
割 
り
だ
と
い
う
く

か
ら
た
け
わ

ら
い
、
バ
リ
バ
リ
っ
て
ひ
ど
い
音
が

す
る
」「
大
山
か
ら
入
道
雲
が
出
る
と

雷
が
早
い
。秩
父
の
方
だ
と
大
丈
夫
」

「
秩
父
の
か
ら

    

鳴
り
と
い
っ
て
、
秩

・
・

父
の
方
に
雷
雲
が
出
る
と
、
か
ら
鳴

り
で
降
ら
な
い
」「
秩
父
さ
ま
の
雷
は

穏
や
か
。
こ
っ
ち
の
は
大
山
さ
ま
だ

か
ら
荒
っ
ぽ
い
ぞ
」 。

　

雷
よ
け
に
、
お
線
香
を
た
て
る
こ

と
も
よ
く
行
わ
れ
、「
雷
が
鳴
る
と
き

に
は
、
線
香
を
と
ぼ
す
も
の
だ
と
よ

く
言
っ
た
も
の
だ
っ
た
」
と
い
い
ま

す
。「
雷
さ
ま
だ
か
ら
線
香
を
た
て

な
」「
早
く
線
香
を
つ
け
ろ
」
な
ど
と
、

お
線
香
を
た
て
る
場
所
は
縁
側
が
多

く
、
そ
れ
も
三
本
だ
っ
た
と
言
う
人

も
い
ま
す
。
座
敷
に
二
カ
所
か
三
カ

所
も
と
い
う
家
も
あ
り
ま
し
た
。「
線

香
の
煙
を 
雷 
さ
ま
が
嫌
う
と
い
う
ん

ら
い

で
す
。
雷
が
は
げ
し
い
と
き
に
は
、

線
香
を
と
ぼ
し
た
ほ
う
が
い
い
と

言
っ
て
、
仏
壇
の
香
炉
の
灰
を
茶
碗

な
ど
に
入
れ
、
う
ち
で
は
と
ぼ
し
て

い
た
」「
雷
さ
ん
が
煙
で
ど
っ
か
へ
行

く
か
ら
、
早
く
お
線
香
を
た
て
て
と

言
っ
た
も
の
で
す
よ
」 。

　

麻
の
蚊
帳
に
は
雷
が
落
ち
な
い
と

い
わ
れ
、
雷
が
鳴
る
と
す
ぐ
に
蚊
帳

を
吊
っ
て
そ
の
な
か
に
入
り
ま
す
。

「
蚊
帳
の
ま
ん
中
に
い
る
と
い
い
っ

て
」 。
蚊
帳
の
な
か
で
、は
し
ゃ
ぐ
子

も
い
た
り
、
近
ご
ろ
来
た
お
嫁
さ
ん

に
は
、
ち
ょ
っ
と
の
間
の
骨
休
め

だ
っ
た
り
し
ま
し
た
。

　

雷
よ
け
は
、
家
の
外
に
も
見
ら
れ

ま
す
。「
雷
が
鳴
る
と
き
に
は
、
鎌
の

刃
を
上
に
向
け
て
竹
竿
の
先
に
結
わ

え
つ
け
、
軒
先
に
立
て
か
け
て
お
い

た
。
ど
こ
で
も
や
っ
た
も
の
で
す
よ
。

雷
さ
ま
は
鎌
を
嫌
う
。
雷
さ
ま
が
降

り
て
く
る
と
鎌
に
切
ら
れ
て
し
ま
う

か
ら
っ
て
、
年
寄
り
が
言
っ
て
た
で

す
よ
」（
和
泉　

本
橋
兼
吉
さ
ん　

明

治　

年
生
） 。「
竿
の
先
に
鎌
を
つ
け

２４
て
軒
先
に
お
っ
立
て
て
お
く
」
こ
と

は
、
岩
戸
や
駒
井
、
猪
方
で
も
聞
き

ま
し
た
。
次
の
よ
う
な
や
り
方
も
あ

り
ま
す
。「
雷
が
鳴
る
と
、
鎌
を
左
鎌

に
し
て
ト
ン
ボ
グ
チ（
主
屋
の
入
口
）

の
柱
に
く
く
り
つ
け
、
お
線
香
を
あ

げ
て
お
く
。
左
鎌
に
し
て
と
い
う
の

は
、
鎌
を
裏
返
し
に
し
て
お
く
ん
で

す
」（
猪
方　

竹
内
フ
ミ
さ
ん　

明
治

　

年
生
） 。「 
雷 
さ
ま
が
来
た
か
ら
鎌

ら
い

３０を
出
せ
と
言
っ
て
、
庭
に
鎌
を
置
い

て
お
く
。
た
だ
、
そ
の
ま
ん
ま
で
」

（
駒
井　

高
橋
三
五
郎
さ
ん　

明
治

　

年
生
） 。

３２
　

雷
さ
ま
が
高
い
木
な
ど
に
落
ち
る

と
、
ひ
っ
か
い
た
よ
う
な
爪
跡
が

あ
っ
て
、
こ
れ
は
雷
獣
と
い
う
も
の

の
爪
跡
だ
ろ
う
と
い
わ
れ
て
い
た
そ

う
で
す
。

　

節
分
の
豆
を
と
っ
て
お
い
て
、
初

雷
の
時
に
食
べ
る
と
雷
よ
け
に
な
る

と
い
い
、「
初
め
て
雷
さ
ま
が
鳴
っ
た

か
ら
豆
を
出
せ
よ
」
な
ど
と
言
わ
れ

て
、
食
べ
た
も
の
で
し
た
。

　

梅
雨
明
け
の
雷
は
、
よ
く
知
ら
れ

て
い
ま
す
。
寒
の
う
ち
に
季
節
外
れ

の
雷
さ
ま
が
鳴
る
と
、
そ
の
年
は
日

照
り
が
つ
づ
く
と
い
う
こ
と
も
聞
き

ま
し
た
。

　
　

中　

島　

惠　

子　

（
狛
江
市
文
化
財
専
門
委
員
）

－その１１５－

▽
日
曜
窓
口

〔
日
時
〕
８
月　

日
�
午
前
８
時　

３１

３０

分
か
ら
午
後
５
時
ま
で

▽
夜
間
窓
口

〔
日
時
〕
８
月　

日
�
・　

日
�
午

２１

２８

後
５
時
か
ら
８
時
ま
で

〔
場
所
〕
２
階
収
納
課

　

な
お
、
平
成　

年
度
市
民
税
・
都

１５

民
税
（
第
２
期
分
） 、
国
民
健
康
保

険
税
（
第
２
期
分
） 、
介
護
保
険
料

（
第
２
期
分
）
は
、
９
月
１
日
�
ま

で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
収
納
課　
　
　
　

　
「
市
民
意
識
調
査
」は
市
民
の
皆
さ

ん
が
日
ご
ろ
、ど
の
よ
う
な
ご
意
見
・

要
望
を
持
っ
て
い
る
の
か
伺
い
、
今

後
の
市
政
運
営
の
基
礎
資
料
と
す
る

も
の
で
す
。
調
査
票
が
届
き
ま
し
た

ら
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〔
調
査
期
間
〕
８
月　

日
�
か
ら
９

１８

月
２
日
�
ま
で

〔
対
象
者
〕満　

歳
以
上
の
市
民
２
�

２０

５
０
０
人
（
無
作
為
抽
出
）

〔
問
い
合
わ
せ
〕
企
画
調
整
課　
　

〔
期
間
〕
８
月　

日
�
か
ら　

日
�

１５

２２

ま
で
の
午
前
８
時　

分
か
ら
午
後
５

３０

時
ま
で

〔
展
示
場
所
〕
２
階
フ
ロ
ア
ー

〔
問
い
合
わ
せ
〕
市
民
協
働
課　
　

　

市
民
課
で
交
付
す
る
住
民
票
の
写

し
や
各
種
証
明
書
の
持
ち
帰
り
用
封

筒
は
、
年
間
お
よ
そ
６
万
枚
を
作
成

し
て
い
ま
す
。
９
月
か
ら
、
こ
の
持

ち
帰
り
用
封
筒
に
、
狛
江
市
商
工
会

か
ら
の
無
償
提
供
に
よ
る
、
市
内
商

店
・
事
業
所
の
紹
介
を
掲
載
し
た
封

筒
を
使
用
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

市
内
商
工
業
の
振
興
と
、
市
の
経
費

削
減
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
市
民
課

　

９
月
か
ら
毎
週
金
曜
日
午
前
９
時

か
ら
午
後
５
時
ま
で
、
保
険
年
金
課

で
社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る
年
金
相

談
を
行
い
ま
す
の
で
利
用
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
保
険
年
金
課

▽
就
職
促
進
セ
ミ
ナ
ー

〔
日
時
〕
９
月　

日
�
午
後
２
時
か

１２

ら
４
時
ま
で

〔
会
場
〕
エ
コ
ル
マ
ホ
ー
ル
展
示
・

多
目
的
室

〔
テ
ー
マ
〕
企
業
が
求
め
る
人
材
と

就
職
活
動
の
進
め
方

〔
定
員
〕
先
着　

人
（
無
料
）

５０

〔
申
込
方
法
〕
９
月
９
日
�
ま
で
に

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
府
中
�
０
４
２
（
３

３
６
）
８
６
０
９
ま
た
は
産
業
生
活

課
へ
。

▽
就
職
情
報
提
供
コ
ー
ナ
ー　

イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
就
職
情
報

を
提
供
し
て
い
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
産
業
生
活
課

　

国
民
年
金
基
金
は
、
自
営
業
な
ど

第
１
号
被
保
険
者
が
任
意
で
加
入
す

る
制
度
で
、
年
金
を
上
乗
せ
し
て
支

給
す
る
も
の
で
す
。
基
金
の
種
類
や

掛
け
金
は
将
来
設
計
に
合
わ
せ
て
選

択
で
き
ま
す
。
国
民
年
金
と
一
体
の

も
の
で
す
の
で
、
加
入
す
る
に
は
国

民
年
金
保
険
料
を
納
め
て
い
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

　

国
民
年
金
基
金
相
談
コ
ー
ナ
ー
を

次
の
と
お
り
開
設
し
、
個
別
相
談
を

行
い
ま
す
の
で
利
用
く
だ
さ
い
。

〔
日
時
〕
８
月　

日
�
午
前　

時
か

２２

１０

ら
午
後
４
時
ま
で

〔
会
場
〕
２
階
第
１
市
民
相
談
室

〔
問
い
合
わ
せ
〕
東
京
都
国
民
年
金

基
金
�
（
５
２
８
５
）
８
８
０
０　

　
「
人
権
の
世
紀
」と
も
い
う
べ
き　
２１

世
紀
を
迎
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問

題
へ
の
理
解
・
関
心
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
人
権
啓
発
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
ま
す
。

〔
日
時
〕
８
月　

日
�
正
午
か
ら
午

２９

後
８
時
ま
で
、　

日
�
午
前　

時
か

３０

１０

ら
午
後
４
時
ま
で

〔
会
場
〕
東
京
都
庁
周
辺
お
よ
び
新

宿
駅
西
口
広
場
イ
ベ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー

〔
内
容
〕
▽　

日
�
・
中
村
玉
緒
に

２９

よ
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
、
Ｗ
Ｅ
３
と
伊

藤
君
子
に
よ
る
ナ
イ
ト
コ
ン
サ
ー
ト
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
▽　

日
�
・
な
か

３０

に
し
礼
講
演
会
、
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
、

人
権
漫
才
、
水
森
亜
土
の
お
絵
か
き

シ
ョ
ー
等
、
そ
の
他
人
権
パ
ネ
ル
展

示
、
ハ
ン
セ
ン
病
資
料
展
示

〔
問
い
合
わ
せ
〕
東
京
都
総
務
局
人

権
部
�
（
５
３
８
８
）
２
５
８
８

▽
第
１
分
科
会

〔
日
時
〕
８
月　

日
�
午
後
７
時
か

１８

ら〔
会
場
〕
５
階
５
０
１
会
議
室

▽
第
３
分
科
会

〔
日
時
〕
８
月　

日
�
午
後
７
時
か

２２

ら〔
会
場
〕
５
階
５
０
３
会
議
室

▽
第
４
分
科
会

〔
日
時
〕
８
月　

日
�
午
後
７
時
か

２６

ら〔
会
場
〕
５
階
５
０
２
・
５
０
３
会

議
室

▽
第
５
分
科
会

〔
日
時
〕
８
月　

日
�
午
後
６
時　

２８

３０

分
か
ら

〔
会
場
〕
４
階
特
別
会
議
室

〔
問
い
合
わ
せ
〕
企
画
調
整
課

▽
第
２
回
狛
江
市
市
民
参
加
と
市
民

協
働
に
関
す
る
審
議
会

〔
日
時
〕
８
月　

日
�
午
後
６
時
か

１５

ら〔
会
場
〕
４
階
特
別
会
議
室

▽
第
３
回
狛
江
市
市
民
参
加
と
市
民

協
働
に
関
す
る
審
議
会

〔
日
時
〕
８
月　

日
�
午
後
６
時　

２７

３０

分
か
ら

〔
会
場
〕
４
階
特
別
会
議
室

〔
問
い
合
わ
せ
〕
市
民
協
働
課

〔
日
時
〕
８
月　

日
�
午
前　

時
か

２９

１０

ら〔
会
場
〕
３
階
市
議
会
第
２
委
員
会

室〔
案
件
〕
調
布
都
市
計
画
生
産
緑
地

地
区
の
変
更
に
つ
い
て
ほ
か

〔
申
込
方
法
〕
往
復
は
が
き
に
都
市

計
画
審
議
会
傍
聴
希
望
・
住
所
・
氏

名
・
電
話
番
号
を
記
入
し
、
８
月　
２２

日
�
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
郵
送

※
定
員
７
人
を
超
え
た
場
合
は
抽
選

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
〒
２

０
１
―
８
５
８
５
狛
江
市
都
市
建
設

部
計
画
課
へ 
。

〔
日
時
〕
８
月　

日
�
午
後
６
時
か

２５

ら〔
会
場
〕
第
七
小
学
校　
　
　

〔
問
い
合
わ
せ
〕
学
校
教
育
課

〔
日
時
〕
８
月　

日
�
・
９
月
２
日

１９

�
両
日
と
も
午
前　

時
か
ら

１０

〔
会
場
〕
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

※
傍
聴
は
先
着
３
人
ま
で

〔
問
い
合
わ
せ
〕
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局

〔
現
金
〕

ア
マ
チ
ュ
ア
歌
謡
サ
ー
ク
ル
狛
江

（
和
泉
本
町
１
―　

） 、
緑
水
会
（
東

２４

野
川
１
―　

） 、
�
植
光
光
親
会
（
東

１１

野
川
１
―　

） 、
馬
場
郁
子
（
和
泉
本

１１

町
１
―
４
） 、
Ｔ
＆
Ｍ
ク
ラ
ブ
（
和
泉

本
町
３
―　

）
１４

〔
物
品
〕

小
林
冨
佐
江
（
西
野
川
４
―　

）
２８

市
税
・
介
護
保
険
料
の
納
付

お
よ
び
相
談
窓
口

 「
市
民
意
識
調
査
」に
協
力
く

だ
さ
い

市
民
課
窓
口
封
筒
が
変
わ
り

ま
す

 「
国
民
年
金
基
金
」相
談
を
開

催平
成　

年
度
人
権
啓
発
フ
ェ

１５

ス
テ
ィ
バ
ル
の
開
催

�
第
２
回
狛
江
市
基
本
計
画
策
定
市

民
会
議

�
狛
江
市
都
市
計
画
審
議
会

�
第
５
回
狛
江
市
立
狛
江
第
二
・
第

七
小
学
校
新
校
開
校
委
員
会

�
狛
江
市
選
挙
管
理
委
員
会

年
金
相
談
窓
口
の
開
設

  
寄　
　

附

　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

�

�

�

�

��

��

�
狛
江
市
市
民
参
加
と
市
民
協
働
に

関
す
る
審
議
会

平
和
の
川
柳
・
市
民
が
作
っ

た
平
和
の
か
み
し
ば
い
を
展

示

求
職
中
の
皆
さ
ん
を
支
援
し

ま
す
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市
の
総
合
防
災
訓
練
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
災
害
時
の
実
態
に
即
し
た
実
践
型
の
防
災

訓
練
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
実
施
方
法
を
変
更
し
、
災
害
対
策
本
部
訓
練
と
地
区
訓
練
を
一
つ
の
主
会
場
で
総
合
的
に
行
い
、
ま
た

市
民
が
参
加
す
る
体
験
型
の
訓
練
を
充
実
さ
せ
、市
民
一
人
ひ
と
り
の
防
災
行
動
力
を
高
め
る
よ
う
な
訓
練
を
行
い

ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
総
務
防
災
課

総 
合 
防 
災 
訓 
練 
を 
実 
施 
し 
ま 
す

▽
８
月　
 
日 
�
午
前
９
時
か
ら　

時　

分
ま
で

３１

１１

３０

　

訓
練
の
開
始
を
お
知
ら
せ
す
る
た
め
、
当
日
午
前
９
時
に
防
災

行
政
無
線
に
よ
る
緊
急
放
送
お
よ
び
消
防
団
器
具
置
場
に
あ
る
サ

イ
レ
ン
の
一
斉
吹
鳴
を
行
い
ま
す
。

市 
内 
全 
域 
に 
サ 
イ 
レ 
ン 
が 
鳴 
り 
ま 
す

■
総
合
訓
練　

多
摩
川
緑
地
公
園
グ

ラ
ン
ド　

■
地
域
自
主
訓
練　

第
一
小
学
校
・

第
二
小
学
校
・
第
四
中
学
校　

■
街
頭
訓
練　

覚
東
地
区

　

８
月　

日
�
午
前
９
時
、
狛
江
直

３１

下
型
地
震
発
災
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

７
・
２
程
度
、
震
度
６
超
、
市
内
５

カ
所
火
災
発
生
、
建
物
の
倒
壊
１
６

２
棟
、
電
話
・
電
気
・
水
道
・
ガ
ス

機
能
停
止

〔
会
場
〕
多
摩
川
緑
地
公
園
グ
ラ
ン

ド�
地
区
訓
練　

各
地
区
か
ら
防
災
会

支
部
を
中
心
と
し
て
主
会
場
と
な
る

多
摩
川
緑
地
公
園
グ
ラ
ン
ド
へ
の
避

難
訓
練
（
警
察
官
、
交
通
安
全
協
会

員
、
消
防
団
員
が
誘
導
し
ま
す
）

�
市
災
害
対
策
本
部
設
置
・
運
営
お

よ
び
医
療
救
護
所
開
設
訓
練

�
住
民
に
よ
る
体
験
訓
練
（
応
急
救

護
・
救
出
・
消
火
・
仮
設
ト
イ
レ
組

立
て
訓
練
等
）

�
消
防
署
・
消
防
団
・
建
設
業
協
会

に
よ
る
倒
壊
家
屋
等
か
ら
の
救
助
救

急
活
動
訓
練

�
医
師
会
に
よ
る
医
療
救
護
訓
練
、

管
工
事
組
合
・
N
T
T
・
東
京
電
力

に
よ
る
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
応
急
復
旧
訓

練�
消
防
署
・
消
防
団
・
地
区
消
防
隊

に
よ
る
消
火
活
動
訓
練

〔
訓
練
時
間
〕
午
前
９
時
か
ら　

時
１１

　

分
ご
ろ
ま
で

３０〔
会
場
〕
第
一
小
学
校
・
第
二
小
学

校
・
第
四
中
学
校

　

震
災
時
に
お
け
る
市
民
一
人
ひ
と

り
の
自
主
防
災
行
動
力
の
育
成
・
向

上
は
大
変
重
要
で
あ
り
、
だ
れ
も
が

適
切
な
行
動
を
と
る
こ
と
に
よ
り
、

被
害
を
よ
り
小
さ
く
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

多
摩
川
緑
地
公
園
グ
ラ
ン
ド
か
ら

遠
方
の
地
域
の
皆
さ
ん
に
は
、
自
主

的
な
「
地
域
自
主
訓
練
」
を
行
っ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

�
初
期
消
火
訓
練

�
消
火
器
に
よ
る
消
火
訓
練

�
応
急
救
護
訓
練

〔
訓
練
時
間
〕
午
前
９
時
か
ら　

時
１０

　

分
ご
ろ
ま
で

３０〔
会
場
〕
覚
東
地
区
（
東
野
川
一
丁

目
）

　

震
災
発
生
直
後
に
お
い
て
、
自
分

や
家
族
の
身
を
守
り
、
安
全
に
避
難

し
た
り
、
ま
た
、
適
切
な
初
期
消
火

に
よ
り
財
産
を
守
る
た
め
に
は
、
市

民
自
身
の
冷
静
な
対
応
が
最
も
大
切

で
す
。

　

市
民
の
臨
機
応
変
な
行
動
力
を
養

う
た
め
、
実
際
の
街
中
で
「
街
頭
訓

練
」
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

�
避
難
訓
練

�
初
期
消
火
訓
練

�
救
助
訓
練

�
担
架
搬
送
訓
練

〔
訓
練
時
間
〕
午
前
９
時
か
ら　

時
１０

　

分
ご
ろ
ま
で

３０

非常持ち出し品チェックリスト

もしものときに備えて確認しておきましょう

�　飲料水�　防災ずきん

�　食料�　寝袋

�　ティッシュペーパー�　雨具

�　救急医薬品�　懐中電灯

�　現金�　マッチやライター

�　健康保険証の写し�　携帯ラジオ

�　身分証明書など�　乾電池

�　ナイフや缶きり

�　ロープ

�　軍手

�　タオル

�　運動靴

�　下着

 身身身身身身身身身身身身身身身身身身身身身身身身身身身身身身身身身に付けようとっさの行動

訓　

練　

会　

場

訓　

練　

想　

定

総　

合　

訓　

練

地 
域 
自 
主 
訓 
練

街　

頭　

訓　

練

防 災 特 集
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●
テ
ー
ブ
ル
や
机
の
下
で
身
の
安
全

を
図
り
な
が
ら
、
次
の
行
動
を
考
え

る
。

●
乳
幼
児
、
お
年
寄
り
、
障
害
者
、

病
人
の
安
全
を
確
保
す
る
。

●
大
揺
れ
が
お
さ
ま
り
か
け
た
ら
、

大
急
ぎ
で
使
用
中
の
火
を
消
す
。

●
万
一
出
火
し
て
い
た
ら
、
消
火
器
、

水
な
ど
で
初
期
消
火
に
取
り
組
む
。

●
自
分
で
消
火
に
当
た
り
な
が
ら
、

大
声
で
近
所
に
「
火
事
で
す
！
手

伝
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
知
ら
せ
る
。

●
逃
げ
出
し
て
は
肝
心
の
「
火
の
始

末
」
が
で
き
な
い
。

●
建
物
が
倒
壊
し
そ
う
な
場
合
は
速

や
か
に
外
に
出
る
。
そ
の
場
合
は
、

落
下
物
に
十
分
注
意
す
る
。

●
中
高
層
住
宅
で
は
、
玄
関
の
ド
ア

を
素
早
く
開
け
に
行
く
。

●
や
み
く
も
に
動
か
な
い
で
、
ス

リ
ッ
パ
な
ど
の
履
物
を
つ
け
て
か
ら

行
動
す
る
。

●
ガ
ラ
ス
の
破
片
で
負
傷
す
る
と
消

火
活
動
が
で
き
に
く
く
な
る
。

●
大
揺
れ
が
去
っ
て
か
ら
も
ま
た
余

震
の
大
揺
れ
が
く
る
。

●
最
初
の
揺
れ
で
か
ろ
う
じ
て
倒
れ

た
り
落
ち
た
り
し
な
か
っ
た
も
の
が

転
倒
落
下
す
る
。
気
を
抜
か
ず
に
、

そ
の
間
に
安
全
の
備
え
を
す
る
。

●
火
事
、
負
傷
に
は
駆
け
付
け
て
応

援
す
る
。

●
頭
を
持
ち
物
や
両
手
で
守
る
。

●
そ
の
場
に
し
ゃ
が
ま
な
い
。
安
全

と
思
わ
れ
る
位
置
に
す
ば
や
く
移
動

す
る
。

●
陳
列
ケ
ー
ス
や
棚
か
ら
す
ば
や
く

離
れ
る
。

●
階
段
や
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
に
走
り

寄
ら
な
い
。

●
空
間
の
広
い
位
置
に
移
動
し
て
、

従
業
員
の
指
示
や
店
内
放
送
を
よ
く

聞
い
て
そ
れ
に
従
う
。

●
椅
子
や
吊
り
革
に
し
っ
か
り
つ
か

ま
り
安
全
を
確
保
す
る
。

●
乗
務
員
の
指
示
に
従
う
。
勝
手
に

窓
や
非
常
口
か
ら
脱
出
す
る
の
は
か

え
っ
て
危
険
。

●
急
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
な
い
。

●
左
側
に
ゆ
っ
く
り
寄
せ
て
停
車
。

そ
の
ま
ま
様
子
を
見
て
、
ラ
ジ
オ
な

ど
で
情
報
を
聞
く
。

●
車
か
ら
離
れ
る
と
き
は
、
キ
ー
は

付
け
た
ま
ま
に
し
、
ド
ア
も
ロ
ッ
ク

し
な
い
。

●
停
電
し
て
も
す
ぐ
に
非
常
灯
が
つ

く
の
で
、
や
み
く
も
に
動
か
な
い
。

●
暗
闇
に
な
っ
て
も
、
壁
伝
い
に
移

動
す
れ
ば
、
出
入
口
に
た
ど
り
着
く
。

●
出
入
口
に
走
り
寄
ら
な
い
。
そ
の

場
で
様
子
を
見
て
、
従
業
員
の
指
示

に
従
う
。

●
高
台
や
近
く
の
ビ
ル
の
上
階
へ
避

難
す
る
。

●
適
当
な
高
台
や
避
難
場
所
が
な
い

と
き
は
、
大
急
ぎ
で
で
き
る
か
ぎ
り

海
か
ら
離
れ
る
。

地地
震震
発発
生生　

そ
の
と
き
こ
う
す
る

そ
の
と
き
こ
う
す
る

広　域　避　難　場　所

多　摩　川　左　岸　一　帯

西　河　原　公　園

都　立　狛　江　高　校

防衛庁共済組合狛江スポーツセンター

一　時　避　難　場　所

所　在　地施　設　名

　和泉本町１ー３７ー１第　一　小　学　校

　和泉本町４ー３ー１第　二　小　学　校

　猪方１ー１１ー１第　三　小　学　校

　東野川１ー３５ー１３第　五　小　学　校

　駒井町１ー２１ー１第　六　小　学　校

　西野川４ー８ー１第　七　小　学　校

　中和泉３ー３３ー１和　泉　小　学　校

　和泉本町２ー１５ー１第　一　中　学　校

　猪方２ー７ー１第　二　中　学　校

　元和泉１ー２３ー１第　三　中　学　校

　東野川４ー１ー１第　四　中　学　校

　和泉本町４ー７狛 江 都 営 住 宅

　西和泉１・２丁目多　摩　川　住　宅

一時避難場所・広域避難場所と防災行政無線子局

　 いざというときに備えて　　　　

家  
に  
い  
る  
と  
き

外  
出  
中  
の  
と  
き

身
の
安
全
を
守
る

火

の

始

末

慌
て
て
外
に
逃
げ
出
さ
な
い

出

口

の

確

保

ガ
ラ
ス
の
破
片
に
注
意

余

震

に

注

意

と
な
り
近
所
の
協
力

街

頭

で

は

デ
パ
ー
ト
や
ス
ー
パ
ー
に
い
た
ら

電
車
や
バ
ス
に
乗
っ
て
い
る
と
き

地

下

街

に

い

た

ら

ホ
ー
ル
や
映
画
館
で
は

海

岸

に

い

る

と

き

自
動
車
を
運
転
し
て
い
る
と
き

 〔
日
時
〕
９
月　

日
�
・　

日
�

１３

１４

午
前
９
時
〜
正
午

 〔
会
場
〕
狛
江
消
防
署

 〔
定
員
〕
各
講
習　

人
（
定
員
に

２０

な
り
次
第
締
め
切
り
）

 〔
費
用
〕
１
�
０
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
）

 〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
９

月
９
日
�
ま
で
に
狛
江
消
防
署

�
（
３
４
８
０
）
０
１
１
９
へ
。

 〔
日
時
〕
９
月　

日
�
午
前　

時

１１

１０

〜
午
後
３
時

 〔
会
場
〕
小
田
急
線
狛
江
駅
構
内

 〔
問
い
合
わ
せ
〕
狛
江
消
防
署
�

（
３
４
８
０
）
０
１
１
９

ミ
ニ
防
災
・
救
急
フ
ェ
ア

普 
通 
救 
命 
講 
習 
会

�

�

�

�

����������������

����������������

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�



　
〔
日
時
〕
９
月　

日
�
受
付
時
間
は

１０

午
後
１
時
〜
１
時　

分
〔
会
場
〕
あ

３０

い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
対
象
〕
平
成

　

年
５
月
生
ま
れ
の
乳
児〔
持
ち
物
〕

１５母
子
健
康
手
帳
・
問
診
票
・
保
険
証

※
対
象
者
に
は
個
別
に
問
診
票
が
送

付
さ
れ
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

〔
日
時
〕
９
月
１
日
�
受
付
時
間
は

午
後
１
時
〜
１
時　

分
〔
会
場
〕
あ

３０

い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
対
象
〕
平
成

　

年
２
月
生
ま
れ
の
幼
児〔
持
ち
物
〕

１４母
子
健
康
手
帳
・
問
診
票
・
保
険
証
・

現
在
使
っ
て
い
る
お
子
さ
ん
の
歯
ブ

ラ
シ
※
対
象
者
に
は
個
別
に
問
診
票

が
送
付
さ
れ
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

〔
日
時
〕
９
月
２
日
・　

日
・　

月

３０

１０

　

日
（
各
火
曜
日
、
３
回
コ
ー
ス
）

２１午
前　

時
〜
正
午
〔
会
場
〕
狛
江
市

１０

健
康
相
談
所
〔
対
象
〕
１
歳
ま
で
の

赤
ち
ゃ
ん
と
お
母
さ
ん
〔
持
ち
物
〕

バ
ス
タ
オ
ル
〔
定
員
〕　

組
２０

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
８
月

　

日
�
か
ら
健
康
課
�（
３
４
８
８
）

１８１
１
８
１
へ
。

　

現
在
第
１
子
妊
娠
中
の
お
母
さ

ん
・
お
父
さ
ん
の
た
め
の
講
座
で
す
。

〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
健
康

課
�
（
３
４
８
８
）
１
１
８
１
へ
。

〔
定
員
〕　

人
〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ

３０

あ
セ
ン
タ
ー

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
健
康

課
�
（
３
４
８
８
）
１
１
８
１
へ
。

　

生
活
習
慣
病
の
予
防
と
改
善
を
目

的
と
し
た
「
健
康
セ
ミ
ナ
ー
」
第
３

期
（　

月
中
旬
〜　

月
実
施
）
の
参

１０

１２

加
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

健
康
診
断
の
結
果
や
、
日
ご
ろ
の

食
生
活
や
運
動
・
休
養
な
ど
の
健
康

状
態
お
よ
び
体
力
測
定
を
行
い
、
そ

の
結
果
を
医
師
が
総
合
判
定
し
、
個

人
の
状
態
に
合
わ
せ
た
運
動
計
画
が

作
成
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
計
画

に
基
づ
い
て
運
動
を
指
導
し
ま
す
。

〔
コ
ー
ス
〕
▽
火
・
金
曜
（
週
２
回
）

コ
ー
ス
Ａ
午
前
９
時
〜　

時
、
Ｂ
午

１１

後
１
時
〜
３
時
▽
日
曜
（
週
１
回
）

コ
ー
ス
Ｃ
午
前
９
時
〜　

時
、
Ｄ
午

１１

後
１
時
〜
３
時
〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ

あ
セ
ン
タ
ー
〔
対
象
〕　

歳
以
上
の

４０

市
民
の
方
※
病
気
や
け
が
な
ど
の
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
目
的
の
利
用
や
、

心
疾
患
、
脳
血
管
障
害
な
ど
の
病
気

を
し
た
方
な
ど
、
身
体
の
状
態
に

よ
っ
て
は
参
加
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
〔
定
員
〕
各
コ
ー
ス　

人
１６

（
平
成　

年
度
・　

年
度
参
加
の
方

１３

１４

は
申
し
込
み
で
き
ま
せ
ん
）〔
費
用
〕

１
回
２
０
０
円
〔
申
し
込
み
〕
８
月

　

日
�
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
、
健

１８康
課
ま
た
は
電
話
で
受
け
付
け
※
定

員
を
超
え
た
場
合
は
、
午
後
３
時　
３０

分
か
ら
２
０
１
会
議
室
で
公
開
抽
選

を
行
い
ま
す
。
結
果
は
当
日
電
話
で

連
絡
し
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

　

育
児
に
関
す
る
悩
み
や
相
談
、
も

ち
ろ
ん
お
母
さ
ん
自
身
の
心
や
体
の

こ
と
な
ど
お
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

保
健
師
、
栄
養
士
、
歯
科
衛
生
士
等

が
相
談
に
応
じ
ま
す
（
お
子
さ
ん
の

身
長
、
体
重
も
測
れ
ま
す
） 。

〔
日
時
〕
８
月　

日
�
午
前
９
時　

２７

３０

分
〜　

時　

分
〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ

１１

３０

あ
セ
ン
タ
ー

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

　

自
分
や
家
族
の
健
康
の
こ
と
、
食

事
の
こ
と
、
子
育
て
の
こ
と
等
を
保

健
師
・
栄
養
士
等
が
相
談
に
応
じ
ま

す
。
お
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

〔
日
時
〕
９
月
５
日
�
午
後
２
時
〜

４
時
〔
会
場
〕
野
川
地
域
セ
ン
タ
ー

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

〔
日
時
〕
８
月　

日
�
午
後
６
時
〜

２８

８
時
〔
集
合
〕
和
泉
小
学
校
〔
観
察

会
場
〕 
和
泉
小
学
校
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム
と
野
外
〔
対
象
〕
小
学
生
以
上
の

市
民
（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）〔
定

員
〕　

人
（
無
料
）
※
雨
天
実
施　

４０

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
８
月

　

日
�
午
前
９
時
か
ら
（
電
話
可
）

１５環
境
改
善
課
（
環
境
を
考
え
る
会
狛

江
市
実
行
委
員
会
事
務
局
） へ
。

〔
日
時
〕
８
月　

日
�
午
後
６
時　

２９

３０

分
〜
８
時　

分
〔
会
場
〕
市
役
所
前

３０

市
民
ひ
ろ
ば
（
雨
天
の
場
合
は
中
央

公
民
館
）〔
会
費
〕
２
�
０
０
０
円

〔
問
い
合
わ
せ
〕
体
育
協
会
�
（
３

４
８
０
）
６
２
１
１
（
平
日
午
後
１

時
〜
４
時
）

〔
実
施
日
〕　

月　

日
�
（
雨
天
決

１０

２６

行
）〔
コ
ー
ス
〕　

コ
ー
ス
〔
申
込
期

１０

間
〕
８
月　

日
�
〜
９
月　

日
�

１５

２２

〔
問
い
合
わ
せ
〕
国
分
寺
市
教
育
委

員
会
ふ
る
さ
と
文
化
財
課
�
０
４
２

（
３
２
５
）
０
１
１
１

〔
日
時
〕９
月
２
日
�
正
午
か
ら〔
会

場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
会
費
〕

５
０
０
円
〔
対
象
〕　

歳
以
上
（
先

７０

着　

人
）

５０
〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
藤
田

�
（
３
４
８
０
）
２
６
４
０
へ
。

〔
開
始
時
期
〕
９
月
上
旬
〔
使
用
時

間
〕
▽
授
業
の
あ
る
日
午
後
６
時
〜

９
時
▽
休
日
・
学
校
の
休
業
日
午
前

９
時
〜
午
後
９
時
〔
利
用
〕
社
会
教

育
関
係
団
体
お
よ
び
地
域
活
動
団
体

〔
問
い
合
わ
せ
〕
社
会
教
育
課

　

８
月　

日
�
の
市
民
プ
ー
ル
は
、

２３

市
民
水
泳
大
会
の
た
め
午
後
１
時　
３０

分
か
ら
の
開
場
予
定
と
な
り
ま
す
。

（
大
会
予
備
日
は
８
月　

日
�
）

３０

〔
問
い
合
わ
せ
〕
体
育
課
�
（
３
４

３
０
）
１
１
４
１

▽ 
正
規
職
員
〔
職
種
〕
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ワ
ー
ク
（
相
談
、
事
務
等
）〔
資

格
要
件
〕
�
社
会
福
祉
主
事
任
用
資

格
、
社
会
福
祉
士
ま
た
は
介
護
福
祉

士
の
資
格
を
有
す
る
（
見
込
み
の
）

方　

�
保
健
師
ま
た
は
看
護
師
の
資

格
を
有
す
る
（
見
込
み
の
）
方
〔
年

齢
要
件
〕
�
・
�
い
ず
れ
も
昭
和　
４８

年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の
方

▽
嘱
託
職
員
〔
職
種
〕
有
料
家
事
援

助
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
〔
資

格
要
件
〕
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
１
級
、

介
護
福
祉
士
ま
た
は
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
の
資
格
を
有
す
る
方
〔
年
齢

要
件
〕
昭
和　

年
４
月
２
日
以
降
生

３８

ま
れ
の
方

▽
臨
時
職
員
〔
職
種
〕
重
度
身
体
障

害
者
通
所
訓
練
室
援
助
員
〔
資
格
要

件
〕
ヘ
ル
パ
ー
２
級
以
上
、
介
護
福

祉
士
ま
た
は
保
育
士
、
社
会
福
祉
主

事
任
用
資
格

〔
問
い
合
わ
せ
〕
社
会
福
祉
協
議
会

�
（
３
４
８
８
）
０
２
９
４

　

交
通
事
故
、
詐
欺
な
ど
の
被
害
に

あ
っ
た
の
に
、
検
察
官
が
そ
の
事
件

を
裁
判
に
か
け
て
く
れ
な
い
。
こ
の

よ
う
な
不
服
を
持
っ
て
い
る
人
の
た

め
に
「
検
察
審
査
会
」
が
あ
り
ま
す
。

費
用
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら

れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
相
談
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
審
査
員
に
選
ば
れ
た
と
き

に
は
、
国
民
の
代
表
と
し
て
こ
の
仕

事
に
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
八
王
子
検
察
審
査

会
事
務
局
�
０
４
２
６
（　

）
５
１

４２

９
５

〔
日
時
〕
９
月
４
日
�
〜　

月　

日

１０

２３

�
（
毎
週
木
曜
日
・
全
８
回
）
午
後

２
時
〜
４
時
〔
教
材
費
〕
３
０
０
円

程
度

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
８
月

　

日
�
午
前
９
時
か
ら
中
央
公
民
館

１５�
（
３
４
８
８
）
４
４
１
１
へ
。

広報こまえ　平成１５年（２００３年）８月１５日　�

■
３
・
４
カ
月
児
健
康
診
査

■
育
児
相
談

■
健
康
セ
ミ
ナ
ー
「
第
3
期
」

■
１
歳
６
カ
月
児
健
康
診
査

�

催
　
し�

�

■
ぽ
っ
か
ぽ
か
広
場

■
東
京
・
多
摩
歴
史
ウ
ォ
ー
ク

■
ス
タ
ー
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

■
マ
マ
・
パ
パ
学
級

■
健
康
教
室
「
高
脂
血
症
予
防
」

■
出
張
健
康
相
談
〜
育
児
相
談
も
お

気
軽
に
〜

休
日
診
療

　

時
間　
　
　

２４医
療
機
関
案
内

〔
会
場
〕あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー

〔
診
療
日
〕　

日
・　

日
・　

日

１７

２４

３１

〔
受
付
時
間
〕午
前
９
時
〜　

時
１１

　

分
・
午
後
１
時
〜
４
時　

分

３０

３０

○
休
日
応
急
診
療
所

　
　

�
（
３
４
８
８
）
９
１
２
１

○
休
日
歯
科
応
急
診
療
所

　
　

�
（
３
４
８
８
）
９
１
７
１

○
休
日
診
療
薬
局

　
　

�
（
３
４
８
８
）
１
５
１
９

○
狛
江
消
防
署

　
　

�
（
３
４
８
０
）
０
１
１
９

○
ひ
ま
わ
り

　
　

�
（
５
２
７
２
）
０
３
０
３

　
　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
トh

ttp
:/

/w
w
w
.h
im
aw
ari.m

et

ro.tokyo.jp/

■
狛
江
市
体
育
協
会
納
涼
パ
ー

テ
ィ
ー

■
若
葉
会
会
食
会

■
狛
江
市
社
会
福
祉
協
議
会
職
員

等
募
集

■
市
民
プ
ー
ル

■
初
心
者
の
た
め
の
囲
碁
教
室

セ
ミ
ナ
ー�

■
ご
存
じ
で
す
か
〜
検
察
審
査
会
〜

■
第
一
中
学
校
特
別
室
の
開
放

お
知
ら
せ�

講　師内　容日　時

水口昭洋さん
（狛江市医師会）高脂血症について

９月２日�
午後１時３０分
～３時

栄養士食事について
９月４日�
午後１時３０分
～３時

運動指導員運動とまとめ
９月５日�
午後１時～３時

■高脂血症予防教室



〔
日
時
〕９
月
４
日
�
〜　

日
�（
毎

２５

週
木
曜
日
・
全
４
回
）
午
後
７
時
〜

９
時
〔
講
師
〕
沈
和
年
さ
ん
（
上
海

美
術
家
）〔
対
象
〕
青
年
男
女
〔
定

員
〕　

人
２０

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
８
月

　

日
�
午
前
９
時
か
ら
中
央
公
民
館

１８�
（
３
４
８
８
）
４
４
１
１
へ
。

〔
日
時
〕
９
月　

日
�
〜　

月
８
日

１０

１０

�
（
全
５
回
）
午
前　

時
〜
正
午

１０

※
保
育
が
必
要
な
方 （
有
料
、
た
だ

し
公
開
の
み
の
参
加
者
は
除
く
） は

お
早
め
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
西
河

原
公
民
館
�
（
３
４
８
０
）
３
２
０

１
へ
。

〔
日
時
〕
９
月　

日
�
午
前　

時
〜

１０

１０

正
午
〔
持
ち
物
〕
は
さ
み
・
糸
（
裁

縫
道
具
）・
古
ネ
ク
タ
イ
・
ボ
タ
ン
・

ビ
ー
ズ
〔
定
員
〕　

人
（
無
料
）

２０

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
野
川

地
域
セ
ン
タ
ー
�
（
３
４
８
０
）
２

２
１
１
へ
。

〔
日
時
〕
９
月
３
日
�
午
後
１
時
〜

３
時
〔
講
師
〕
佐
々
木
理
恵
さ
ん

（
キ
ン
グ
レ
コ
ー
ド
専
属
）〔
定
員
〕

　

人
２０〔

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
８
月

　

日
�
午
前
９
時
か
ら
上
和
泉
地
域

１５セ
ン
タ
ー
�
（
３
４
８
９
）
９
１
０

１
へ
。　
　
　
　
　
　

〔
対
象
〕
小
学
校
４
・
５
年
生
（
水
・

金
曜
日
） 、６
年
生（
火
・
木
曜
日
）〔
人

数
〕
若
干
名
〔
教
科
〕
国
語
・
算
数

〔
費
用
〕
７
�
０
０
０
円

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
８
月

　

日
�
〜　

日
�
午
前
９
時
〜
午
後

１８

２２

５
時
、
狛
江
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
�
（
３
４
８
８
）
６
７
３
５
へ
。

▽
多
摩
丘
陵
の
１
０
０
万
年
を
た
ど

る
〔
日
時
〕　

月
４
日
�
午
前　

時

１０

１０

〜
午
後
２
時
・　

日
�
午
前　

時
〜

１２

１０

午
後
３
時
・　

日
�
午
前　

時
〜
午

１９

１０

後
２
時
〔
内
容
〕
多
摩
丘
陵
と
そ
の

周
辺
の
土
地
の
成
り
立
ち
を
講
義
と

野
外
観
察
か
ら
学
習
〔
対
象
〕
一
日

４
時
間
の
歩
行
に
耐
え
ら
れ
る
方

▽
オ
ー
ラ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
〔
日
時
〕　

月
３
日
�
〜　

月　

１０

１１

１４

日
�
（
毎
週
金
曜
日
）
午
後
５
時　
３０

分
〜
７
時　

分
（　

月　

日
は
午
後

３０

１１

１４

８
時　

分
ま
で
）〔
内
容
〕
日
本
人
講

３０

師
・
外
国
人
講
師
と
の
チ
ー
ム

テ
ィ
ー
チ
ン
グ
に
よ
る
英
会
話
演
習

お
よ
び
ス
ピ
ー
チ
の
レ
ッ
ス
ン
。
外

国
文
化
の
紹
介
〔
対
象
〕
英
検
３
級

程
度
の
会
話
力
が
あ
り
、
積
極
的
に

英
語
で
発
言
し
て
み
た
い
方
〔
申
込

方
法
〕
往
復
は
が
き
に
、
講
座
名
・

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
電
話

番
号
を
記
入
の
う
え
、
９
月　

日
�

１２

（
必
着
）
ま
で
に
郵
送
（
多
数
抽
選
）

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
〒
２

０
１
―
８
５
０
１
元
和
泉
３
―
９
―

１
都
立
狛
江
高
校
事
務
室
�
（
３
４

８
９
）
２
２
４
１
へ
。

　

市
民
総
合
体
育
館
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

室
お
よ
び
ス
ポ
ー
ツ
健
康
づ
く
り
相

談
は
、
８
月　

日
�
・　

日
�
臨
時

２４

２５

休
室
し
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
体
育
課
�
（
３
４

３
０
）
１
１
４
１

〔
日
時
〕
９
月　

日
�
〜　

月　

日

１３

１０

１１

�
（
全
５
回
）
午
前　

時
〜
午
後
零

１０

時　

分〔
内
容
〕▽
講
義　

分（
体
力
・

３０

６０

筋
肉
・
脂
肪
の
基
礎
知
識
等
）
▽
実

技　

分
（
ス
ト
レ
ッ
チ
、
エ
ア
ロ
ビ

６０
ク
ス
等
）〔
対
象
〕
市
内
在
住
・
在
勤

の　

〜　

歳
の
男
女
〔
定
員
〕
先
着

２０

５９

　

人
〔
会
場
〕
市
民
総
合
体
育
館

３０〔
参
加
費
〕
１
０
０
円
（
保
険
料
）

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
８
月

　

日
�
午
前
９
時
か
ら
体
育
課
�

１９（
３
４
３
０
）
１
１
４
１
へ
。

〔
日
程
〕９
月
７
日
�
〜　

日
�〔
会

２８

場
〕
市
民
グ
ラ
ン
ド
・
市
内
小
中
学

校
校
庭
〔
大
会
内
容
〕
小
学
校
３
・

４
年
生
の
部
、
５
・
６
年
生
の
部

（
市
内
在
住
・
在
学
の　

人
以
内
の

１８

チ
ー
ム
）〔
参
加
費
〕
１
人
１
０
０
円

〔
抽
選
会
〕
８
月　

日
�
午
後
６
時

２９

　

分
、
市
民
総
合
体
育
館

３０〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
８
月

　

日
�
〜　

日
�
体
育
課
�
（
３
４

１８

２２

３
０
）
１
１
４
１
へ
。

〔
日
時
〕
９
月　

日
�
午
前　

時
〜

１４

１０

午
後
４
時
〔
会
場
〕
市
民
総
合
体
育

館
〔
対
象
〕
中
学
生
以
上
※
運
動
靴

（
上
履
き
）
持
参

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
８
月

　

日
�
〜　

日
�
体
育
協
会
�
（
３

１８

２７

４
８
０
）
６
２
１
１
（
平
日
午
後
１

時
〜
４
時
） へ
。

■ 
科
学
遊
び　
〔
日
時
〕
８
月　

日
２２

�
午
後
２
時
〜
４
時
〔
テ
ー
マ
〕

「
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト
を
つ
く
ろ
う
」
ド

ラ
イ
ア
イ
ス
の
実
験
〔
講
師
〕
塚
原

博
さ
ん
（
科
学
読
み
も
の
研
究
会
）

〔
対
象
〕
小
学
生
〔
定
員
〕
先
着　
２０

人
〔
会
場
〕
中
央
公
民
館

■
な
ん
ぶ
な
つ
や
す
み
特
別
お
は
な

し
会　
〔
日
時
〕 ８
月　

日
�
午
後

２２

３
時　

分
〔
対
象
〕
幼
児
〜
小
学
校

３０

低
学
年
〔
絵
本
〕
も
こ
も
こ
も
こ

〔
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
〕
ろ
ば
の
シ
ル

ベ
ス
タ
ー
と
ま
ほ
う
の
小
石〔
工
作
〕

牛
乳
パ
ッ
ク
の
う
ち
わ

■
い
ず
み
子
育
て
く
ら
ぶ　

９
月
の

３
週
目
か
ら
始
ま
り
ま
す
〔
日
時
〕

各
月
第
１
・
３
週
▽
０
歳
児
月
曜
日

▽
１
歳
児
火
曜
日
▽
２
歳
児
水
曜
日

各
年
齢
午
前　

時　

分
と　

時　

分

１０

１５

１１

１５

か
ら
〔
費
用
〕
３
０
０
円
〔
申
込
方

法
〕
９
月
２
日
�
〜　

日
�
電
話
申

１３

し
込
み
後
窓
口
で
正
式
申
し
込
み

■
ひ
ま
わ
り
リ
ト
ミ
ッ
ク　
〔
日
時
〕

９
月
４
日
�
Ａ
ク
ラ
ス
午
前　

時
か

１０

ら
、
Ｂ
ク
ラ
ス　

時
か
ら
〔
対
象
〕

１１

１
歳
以
上
の
乳
幼
児
親
子
〔
申
込
方

法
〕
８
月　

日
�
か
ら
電
話
ま
た
は

１５

窓
口
〔
定
員
〕
各　

組
３０

■
怖
い
話
ラ
イ
ブ　
〔
日
時
〕８
月　
２１

日
�
午
後
３
時　

分
〜
４
時　

分
。

３０

３０

参
加
自
由

■
映
画
会　
「
は
ば
た
け
明
日
へ
の

瞳
」〔
日
時
〕
８
月　

日
�
午
後
２
時

２３

〜
３
時
〔
対
象
〕
幼
児
（
保
護
者
同

伴
）
か
ら
。
参
加
自
由

■
お
り
が
み
教
室　
〔
日
時
〕８
月　
２１

日
�
午
後
３
時
〜
５
時
〔
対
象
〕
小

学
生
。
参
加
自
由

■
た
ん
ぽ
ぽ
リ
ト
ミ
ッ
ク　
〔
日
時
〕

９
月
５
日
�
Ａ
ク
ラ
ス
午
前　

時
か

１０

ら
、
Ｂ
ク
ラ
ス　

時
か
ら
〔
対
象
〕

１１

１
歳
以
上
の
乳
幼
児
親
子
〔
申
込
方

法
〕
８
月　

日
�
か
ら
電
話
ま
た
は

１５

窓
口
〔
定
員
〕
各　

組
４０

■
狛
江
市
少
年
野
球
大
会

■
古
ネ
ク
タ
イ
が
可
愛
い
コ
サ
ー

ジ
ュ
に
大
変
身
〜
楽
し
く
廃
物
リ
メ

イ
ク
〜

　　

美
術
部
で
ポ
ス
タ
ー
を
描
い
た
時

期
は
、
４
月
に
入
り
私
も
２
年
生
に

な
っ
た
ば
か
り
の
こ
ろ
で
し
た
。
新

入
部
員
も
入
っ
て
き
て
、
３
年
生
の

先
輩
方
も
私
た
ち
２
年
生
も
喜
ん
で

い
ま
し
た
。
私
は
２
度
目
に
な
る
環

境
ポ
ス
タ
ー
を
今
年
も
が
ん
ば
り
、

さ
ら
に
自
分
で
納
得
で
き
る
絵
を
描

こ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　

風
景
の
写
真
集
や
先
輩
方
の
絵
な

ど
を
参
考
に
イ
メ
ー
ジ
を
ふ
く
ら
ま

せ
、
絵
の
構
図
は
だ
い
た
い
は
っ
き

り
し
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
先
生

や
先
輩
の
ア
ド
バ
イ
ス
、
友
だ
ち
に

ほ
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
私
は

こ
の
絵
を
描
け
ま
し
た
。「
美
し
い
地

球
い
つ
ま
で
も
」
と
い
う
コ
ピ
ー
は
、

あ
れ
こ
れ
考
え
て
汚
染
さ
れ
て
い
な

い
美
し
い
地
球
が
い
つ
ま
で
も
続
い

て
ほ
し
い
と
思
い
考
え
ま
し
た
。
賞

を
と
っ
た
時
は
驚
き
と
て
も
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。
ま
た
、
環
境
週
間
の

お
手
伝
い
を
で
き
た
こ
と
を
と
て
も

う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

�　広報こまえ　平成１５年（２００３年）８月１５日

■
都
立
狛
江
高
校
公
開
講
座

■
市
民
ス
ポ
レ
ク
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス

教
室

◎
岩
戸
児
童
セ
ン
タ
ー

　
　
　

�
（
３
４
８
９
）
５
４
１
４

◎
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　

�
（
５
４
３
８
）
６
６
０
６

◎
南
部
地
域
セ
ン
タ
ー

　
　
　

�
（
３
４
８
９
）
２
１
５
０

　　

人
間
も
極
端
な
暑
さ
や
寒
さ
、
騒
音
、
極
度
の
空
腹
、
疲
労
、
人
間
関

係
の
ト
ラ
ブ
ル
や
経
済
的
不
安
定
な
ど
の
物
理
的
、
精
神
的
な
刺
激
や
圧

力
が
加
わ
る
と
、
少
な
か
ら
ず
歪
み
が
生
じ
ま
す
。
そ
れ
が
ス
ト
レ
ス
で

す
。
同
じ
刺
激
や
圧
力
を
受
け
て
も
、
そ
れ
が
ス
ト
レ
ス
に
な
る
か
ど
う

か
は
人
に
よ
っ
て
違
い
ま
す
が
、
精
神
的
・
肉
体
的
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
る

と
心
身
共
に
疲
労
し
や
す
く
な
り
、
ひ
ど
く
な
る
と
「
心
身
症
」
や
「
う

つ
病
」
な
ど
の
こ
こ
ろ
の
病
気
に
か
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

ス
ト
レ
ス
に
対
処
で
き
る
力
を
つ
け
る
に
は
、
次
の
こ
と
が
大
切
に
な

り
ま
す
。

１　

自
分
の
感
情
や
考
え
を
き
ち
ん
と
表
現
で
き
る
。

２　

気
持
ち
の
切
り
替
え
・
気
分
の
転
換
が
で
き
る
。

３　

時
間
的
、
気
分
的
に
ゆ
と
り
が
あ
る
。

４　

物
事
を
現
実
的
に
柔
軟
に
と
ら
え
る
。

５　

自
分
の
ス
ト
レ
ス
の
状
態
を
正
確
に
把
握
し
て
い
る
。

　

自
分
に
あ
っ
た
楽
し
み
や
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
方
法
を
見
つ
け
て
、
ス
ト

レ
ス
と
上
手
に
付
き
合
い
ま
し
ょ
う
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４
８
８
）
１
１
８
１

�

�

�

�

���������������������������������������

���������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

ス

ト

レ

ス

と

上

手

に

付

き

合

お

う

健
康
日
本

休
養
・
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
編

２１

環
境
ポ
ス
タ
ー
に
つ
い
て

�

■
民
謡
教
室

■
西
河
原
女
性
セ
ミ
ナ
ー
「
そ
れ
っ

て
本
当
に
あ
た
り
前
〜
�
私
�
の
視

点
を
は
ぐ
く
も
う
〜
」

■
ス
ポ
ー
ツ
健
康
づ
く
り
教
室
「
運

動
っ
て
素
晴
ら
し
い
、
運
動
習
慣
を

身
に
付
け
よ
う
」

◎
中
央
図
書
館

　
　
　

�
（
３
４
８
８
）
４
４
１
４

■
狛
プ
ー
（
青
年
教
室
）「
水
墨
画
教

室
」

定員講　師学習テーマ月　日

２０人
津田好子さん

（自主学習グループ
ぷらす�代表）

オリエンテーション９月１０日�

２０人
中村立子さん

（川崎男女共同参画
センター館長）

家庭の中の「妻と夫」の関係
～公平な「妻と夫の関係って」～９月１７日�

３０人
（公開）

土場学さん
（東京工業大学助教授）

大人の「常識」押し付けてませんか
　～「男の子」も「女の子」もその子
　　　の個性を伸ばす子育てを～

９月２４日�

５０人
（公開）

近藤弘さん
（立教大学教授）学校教育の「男の子」「女の子」１０月１日�

２０人藤原千賀さん
（武蔵野女子大学教授）

まとめ・女性を取り巻く
　　　　　今日的課題１０月８日�
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門傳朋子さん
（第一中学校）
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広報こまえ　平成１５年（２００３年）８月１５日　�

　毎年見直しを図りながら進めてきた推進計画の成果の概要は次
のとおりです。

　会議録の公開の推進、ホームページの開設、市長への手紙の公
表、市民参加と市民協働の推進に関する基本条例策定など。
　４３項目のうち、目標達成または達成のめどがついたもの２５項目。

 　昼窓口業務の実施、内部情報統合管理システム導入、行政評価
の試行など。
　３４項目のうち、目標達成または達成のめどがついたもの２３項目。

　下水道使用料改定、国保税の適正化、庁内印刷の推進、人件費
の抑制など。
　６４項目のうち、目標達成または達成のめどがついたもの２６項目。

　組織改正、職員定数の見直し、児童センター・児童館の管理運
営委託など。
　２８項目のうち、目標達成または達成のめどがついたもの１８項目。

　全体の１６９項目のうち、目標達成または達成のめどがついたもの
９２項目と、継続して取り組んできたもの５８項目を成果が見られ
たもの（合わせて１５０項目）とすると、計画全体の達成率は約８９％
となります。
　なお、未達成の１７項目については、第３次行財政改革推進計画
へ引き継ぐなど今後も達成へ向け継続して取り組んでいきます。

　定員適正化計画を策定し、介護保険業務や特例保育の拡充など
新たな行政需要に対応しながら、職員数の削減に努めてきました。
　効率的な行政運営を図るため、組織改正（平成１３年度）をはじ
め、再雇用および再任用制度の活用や民間委託化等を進めた結果、
平成１１年度をベースに２７人を削減し、平成１５年４月１日現在にお
いて、５９１人と目標の５９０人をほぼ達成することができました。

　人件費の抑制を中心に、経費の節減額は当初計画の約３億７�８００
万円を少し上回る約３億９�４００万円となりました。
　なお、岩戸児童センターと和泉児童館の管理運営委託のように
経費節減分をサービスの拡充へ充てた事業もあります。
　また、収入の確保は保育料の改定など市民の皆さんに負担をか
けてしまいましたが、受益者負担の適正化を図ることにより当初
計画の約３００万円を大幅に上回り、約４億５００万円となりました。

　以上が第２次行財政改革の成果の概要ですが、厳しい財政状況を
乗り切るには、さらに効率的な行政運営を図るよう努めなくては
なりません。行政の内部努力は当然ですが、市民の皆さんにもご
協力と支援をいただきながら、第３次行財政改革を推進していきた
いと思います。
　なお、第２次行財政改革の成果をまとめた「平成１２～１４年度
狛江市行財政改革推進計画進捗状況」は、刊行物として有償頒布
しています。また、ホームページにも掲載しています。

合計凍結未達成継続達成

４３０１１７２５１情報公開と市民参加によるまちづ
くりの推進

３４０５６２３２市民サービスの向上と効率的な事
務事業の推進

６４２５３１２６３財政運営の見直し

２８０６４１８４分権時代にふさわしい組織と職員
体制の確立

１６９２１７５８９２合　　計

■進捗状況

１５年度１４年度１３年度１２年度１１年度

５９１５９８６１０６２２６１８定員管理調査における職員数
（教育長含む）

△７△１２△１２４―増減数（対前年比）

■職員数の推移 ※各年度４月１日現在

節減額（千円）内　　容年度

５３�０８４人件費抑制、ＤＴＰ広報割付システム導入等１２

１３６�７１８人件費抑制、選挙事務委託拡大等１３

２０３�７５２人件費抑制等１４

３９３�５５４合　　計

■経費の節減額

増収額（千円）内　　容年度

４�８４３自転車等保管返還手数料等１２

４００�３８１保育料、国保税、下水道使用料改定１３

４０５�２２４合　　計

■収入の確保

 ◇進捗状況

 ◇達成率について

 ◇経費の節減と収入の確保

 ◇職員数の削減
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　市では、第１次行財政改革の成果と残された課市では、第１次行財政改革の成果と残された課

題を明らかにしながら、変化する社会状況となお題を明らかにしながら、変化する社会状況となお

も逼迫する財政状況に対応し、一層の市民福祉のも 逼迫 する財政状況に対応し、一層の市民福祉の
ひっぱく

向上を目指すため、平成１２年度から１４年度まで向上を目指すため、平成１２年度から１４年度まで

の３年間にわたって、新たに４つの基本目標を定の３年間にわたって、新たに４つの基本目標を定

め第２次行財政改革を推進してきました。め第２次行財政改革を推進してきました。

この基本目標の実現に向けた具体的な取り組み　この基本目標の実現に向けた具体的な取り組み

が、第２次行財政改革推進計画（平成１２～１４年が、第２次行財政改革推進計画（平成１２～１４年

度）です。その成果の概要をお知らせします度）です。その成果の概要をお知らせします。。

〔問い合わせ〕企画調整課〔問い合わせ〕企画調整課

第２次行財政改革推進計画の達成状況
（平成１２～１４年度）

１　情報公開と市民参加によるまちづくりの推進　

２　市民サービスの向上と効率的な事務事業の推進

３　財政運営の見直し

４ 　分権時代にふさわしい組織と職員体制の確立


